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研究成果の概要（和文）： [1] 各種生活習慣病とその危険因子・治療法に関する定量的メタアナリシス、[2] 若年者
における運動習慣の効用に関するコホート研究、[3] 若年者における食習慣の影響に関するコホート研究、[4]生活習
慣を考慮したより効率的な生活習慣病スクリーニングの開発、[5] 生活習慣病患者における合併症予防に関わる因子の
解明、[6] 生活習慣・健康科学情報リテラシー確立のための方策の検討、を行い、その成果は、極めて多数の国際誌英
文論文、内外の招待講演やシンポジウム、メディアなどで発表した。学会診療ガイドラインへの採用を始め、生活習慣
病予防・治療の現場に役立つ科学的エビデンスを多数樹立できた。

研究成果の概要（英文）：Projects regarding (1)Quantitative meta-analysis regarding risk factors of 
non-communicable disease (2) Effects of exercise in young adults (3) Effects of diet in young adults (4) 
Efficient screening of non-communicable disease (5) Clarifying predictors of complication in diabetes and 
other non-communicable disease (6) Assessment of health-related web information regarding 
non-communicable disease were promoted and many original articles have been published international 
journals. Clinical evidences established by these projects were employed by many clinical guidelines and 
contributed daily clinical care and management.

研究分野：内科学
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１． 研究開始当初の背景 

 

わが国における糖尿病や Metabolic 

syndrome など生活習慣病は、動脈硬化性疾患

を始めとする合併症と共に、国民の健康長寿

に深刻な悪影響を与えている。生活習慣病の

発症進展には、加齢、遺伝体質、生活習慣の

３要素が関与するが、前２者は変えられない

素因であるため、修飾可能(modifiable)な因

子は生活習慣のみで、その改善は生活習慣病

克服に必須である。生活習慣としては、食事、

運動、飲酒、喫煙、心理ストレスなどが挙げ

られ、いずれも現代の国民生活においては改

善余地が極めて大きい。しかしそれらに対す

る啓蒙活動や現場の生活習慣指導は、残念な

がら十分に奏功していない。 

 

２． 研究の目的 

 

生活習慣病の予防と治療には生活習慣改

善が必須であるが、実効性ある生活習慣改善

指導は十分になされていない。その大きな理

由は、①日本人を対象にした、②関係領域の

学際融合による、③前向き研究に基づく科学

的エビデンスが不足し、包括的・具体的で説

得力ある指導ができないからである。 

 

従来の生活習慣病研究は世界的にも、内科

学、栄養学、身体活動学、疫学、心理学、看

護学などに細分化され、多分野を統合した研

究は稀である。たとえば食事・運動の両方を

同時詳細に検討し十分な医学的評価を加え

た研究や、心理面の影響を統計的に示した研

究などが少ない。また横断研究が多く、リス

クファクターやメカニズムの解明につなが

る前向き(コホート)研究が少ない。 

 

このような状況をふまえ、本研究では各専

門家を集めて関連分野を学際融合し、後述の

独創的手法を駆使し、主に前向き研究に基づ

く科学的エビデンスを多数確立し、世界に発

信する。 

 

３． 研究の方法 

 

これを解決するために、医学・栄養学・身

体活動学・統計疫学など関連分野を学際融合

した上、若年者から高齢者まで、生活習慣病

未発症者から患者まで、リスク評価から実践

介入まで、を系統的に網羅する６つの

Subproject を推進する。これらにより、国民

の健康寿命延伸と生活の質向上に貢献し、今

後の健康医科学研究の基礎資料とする。 

 

多様な生活習慣病の病態や複雑化する生

活習慣に対応するために、また健常者から生

活習慣病をすでに発症した患者までを系統

的に網羅するため、研究全体を６つの

Subproject に分け、これらを並行して進める。 

 

４． 研究成果 

 

 各プロジェクトについて、極めて多数の国

際英文誌発表が得られた。また同様に、多数

の内外の学会の招待講演やシンポジウム、メ

ディアなどを通じて、本研究の成果が発表さ

れ、学会診療ガイドラインへの採用を始め、

生活習慣病予防・治療の現場に役立つ科学的

エビデンスを多数樹立できた。 

 

 Subproject [1] 各種生活習慣病とその危険

因子・治療法に関する定量的メタアナリシス 

 生活習慣とアウトカム（肥満、糖尿病など）

によって分類し、現場のニードに対応した量

的メタアナリシスを行った。 

Subproject [2] 若年者における運動習慣の

効用に関するコホート研究 

 学校検診をデータベース化し、その後の生

活習慣病の発症、寿命などとつきあわせて、

若年期におけるどのような因子が、その後影



響したのか検討した。 

Subproject [3] 若年者における食習慣の影

響に関するコホート研究 

 若年女性のやせは、将来健康障害に結びつ

くことが懸念されているが、対策は遅れてい

る。やせの影響について検討した。 

Subproject [4]生活習慣を考慮したより効率

的な生活習慣病スクリーニングの開発 

 検診やドックのデータとその後の生活習

慣病発症との関係を解析し、将来の生活習慣

病発症予測を可能にし、日本人を対象にした

リスク判定スコアも作成した。 

Subproject [5]生活習慣病患者における合併

症予防に関わる因子の解明 

主に糖尿病をモデルにした合併症抑制の

ための生活習慣療法エビデンスの確立し、そ

の予防への方策を明らかにした。 

Subproject [6]生活習慣・健康科学情報リテ

ラシー確立のための方策の検討 

 現在、インターネットを中心に、科学的エ

ビデンスのない健康情報がメディアに氾濫

し、国民が信頼できる情報を得にくい状況に

なっている。現状を調査し、研究成果を国民

にわかりやすく伝える教育法を検討する。 
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